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諸種実験動物の腹腔液に見られる球菌様の

顆粒群について

長崎大学風土病研究所病理部

登倉登　･　本村一郎
と　　　くら　　　　　　のぼる　　　　　　　もと　　むら　　いち　　ろう

Microbion-like Granules in Cluster in the Peritoneal Fluid of Laboratory Animals. Noboru TOKURA

and Ichiro MOTOMURA,Pathological Department, Research Institute of Endemics, Nagasaki University.

昭和5ワ年ユ0月ユ4日,熊本市に於ける日本細菌学会第

15回九州支部総会に於いて, `儲種実験動物に感染し

ている徽生物の一種について"と題して口演発表した√

が,その後,再検討の結果,永編に於いては表題及び

論旨の変更が施されてある℃

=無菌動物"の飼育が容易に出来ない現在,われわれ

が日常正常動物と呼んでいる動物は,生後諸種の微生

物による自然感染を受けていると考えられ,外観的に

は健康状態にありながら,内終に病巣を作っていたり,

また,不觀,性感染を受けているよなう場合もあり偏る

ので,これらの動物を用いて,或特定の疾患から病原

菌を分離する際には,両者を混同し,実験成績を混乱

に陥入れることも･ないとも限らない･

われわれば, Toxoplasma　検索中,たまたま, 19る丑

年末にマウスの腹水に於いて　Toxopla&ma gandn　の

pseudocystによく似た微生物様のものに遭遇したが,

これは諸種実験動物に意外に高率に存在していると思

われるので,その性状について報告す二る.

尭.験材料及び実騒方法

l･集散に着手するまでの経緯

1961年12月の末,諌早市及び佐世保市近郊の某養豚

場で,多数の陳を相次いで発していった一種の伝教牲

疾患に遭遇し,その死因を究明するために,重篤な症

状を呈している陳2頭を解剖し,トキソプラスマ症の

疑いから,各臓器乳剤を健康マウスの腹腔内に接種

した.その後,マウスの腹水を検査したところ,

Toxopla∫ma gondiiのpseudocyst-1ike蒐塊物の存在を

認め,以後盲目接種継代したマウスの腹水中からも同

様の蒐塊物を認めた･しかしながら,腹水中に遊離し

長崎大学風土病研究所業績　欝415号

た　Toxoplasma gondiiの　trophozoi七eform　が1個

も見られないことと,この蒐塊物は　Toxoplasma　の

pseudocystとは形態学的にかなり差異がみられるこ

となどから.疑矧を抱くようになり,試みに健康マウス

の腹水を検査したところ,この中にも同一の蒐塊物が

存在しているのを認めた℃　われわれがToxopla∫maの

pseudocyst　と考えていたものは,図らずも,異種の

微生物らしく考えられた.このような混乱を生じた原

因は,検査材料接種前に健康マウスの腹水の寄生物検

査を厳密に実施していなかったためであるが,従来,

健康マウスの腹水中に,このような=教生物"が存在す

ることは,全然知られていなかったことである物

2.検査材料

マウス,ラット, -ムスター,モルモット及びウサ

ギなどの口常身近な実験動物を対象とした･

3･検査方法

外見上,健康な動物を雌堆の償別なしに用い,腹部

被毛をピンセットで脱毛した後,稀ヨードチンキで充

分消毒乾燥後,滅菌硝子毛細管を刺入して腹水を採取

し,スライド硝子上に滴下して,自然乾燥の後,メタ

ノール液中に約5分間浸旗国定後,ギムザ液(原液1

鏑:水1･Oml)中に約40分間匿いて染色を施した.節

微鏡下で弱拡大及び強拡大にて仝視野を隈なく検査し

て, Toxoplasmaのpseudocyst･like蒐塊物を, 1

個以上認めたものを腹水出現陽性とし, 1個も認めな

かったものを陰性として判定した.ウサギのような腹

部皮腐,腹膜等の墾田なものは,硝子毛細管の刺入が

困難なので,滅菌注射器を代用した･

上記のギムザ染色法は染色時間が長いことと,固定

染色に手数がかかること,生体のまま観察できない等

の難点があるので,われわれは,もっと操作が簡単で,
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染色時間が短縮される生体染色による簡易検査法を考

案した｡この方法に於いては,メテレン青原液o.5ml

を蒸溜水ユ00mlに稀釈した液を用い,まず上述の如く

腹水を採取してスライド硝子上に1浦落とし,ほぼ同

塵の上記メテレン胃液をこれに加えて,かヾ-グラス

で覆って鏡検する◇染色は数分以内に完了し,腹水細

胞は淡青色に染まり,目標の蒐塊物は濃青色に染まる

から9 -目で識別が可能である｡

央　　筒　&.　3･&

且q　諸種実験動物腹水からの検出状況

われわれの研究室に於いて,種々の実験に供用する

軌YJで飼育管理していたもので,外観的には全く健康

な,正常と言われる動物を用いた｡いづれも前記の検

索方法に従って検査した結晃　マウス,ラット及びハ

ムスタpから-種独特の細胞寄生性の微生物と思われ

る小体の存在を確認した｡この=微生物"の自然感染は,

意外に高率であって,マウス260匹中124匹(82%),

ラットワ匹中6匹(86%), -ムスタ東5匹申3匹(100

%)から検出された｡ウサギワ匹,モルモット19匹の

腹水からは,このような=微生物=は1例も検出されな

かった｡マウスの場合を例に挙げると,マウスコロニー

の所在地(広島風熊本札束京都〕の地域差は認め

簡五泉　諸種実験動物腹水からの検出状況

巌冒表層韻蒜L /需蟹令

iii

ウ

ス

G JJ了h一

熊本市

来京都

(

l

-/ :､こ･･､トI"-: '･･::
90-　ワ3i 31

30　27　90

16　10　60

2ワ　25　92

971 79　SI

f82
260　2ユ4

2ケ月　dd系　合♀

約1中.�"!ddK　合♀

?洪　ddK　合♀

1　日　ddⅨ　合♀

ユ日ddN�".2^r月君

小　計]
フ

ツ

ブ瓜

広島市　4ケ月Wistar系　合 ワ

:1

6　　86

3　100
/Al守1T広島市ス

モ　ツ

q住5層

モ

広島市

鞘�"iミm

7　　日

日

日l

日

7

1

ウ

サ

ギ

& l榔1j一
近　郊

ワ

令

令

9

10

杏 ワ

0

0

0

洪印は本学/]＼児科学教室より分与されたマウスで

この項不詳

0

0

られず,本=微生物"の授産が広範囲に亘っているもの

と推測された･また,各地のコロニーから購入後,われ

われの研究室内での感染を受けたかどうかということ

ば,この表が示すように,購入後の飼育期間が僅かユ

日のマウスから検Illされている事実から,一応否定さ

れてよいものと考えられる･所謂純系マウスから本-敬

-i-.杓.･がf;･'･二�"m壽:il,T,さ�"! Lた.

2.生物学的性状

(1)形態:直径1･ -2.5〟の円形又は楕円形の単球

菌状微生物と思われ,腹水内の細胞に集産番生し,苗

実状を呈するのが特徴である.腹水1滴中の毒突状技

族塊の数は,マウスによって個体差があり, 1-2偶

のものから数十個に及ぶものもあった也　このような多

数の集簾塊を含む腹水は,一般に白濁しており,リン

パ球の数も増していた.この集族塊の最外周緑には,

Toxopla∫maのpsuedocystに見られるような襲子膜は

認められず,ギムザ染色によって,宿主細胞の核と思

われる物質が集族塊のばば中央部に淡赤色～こ染まって

みえた標本が多数を占め,本蒐呪物は宿主細胞の原形

質内,濠たは細胞外を囲続密着しているもののように

観察された.また,宿主細胞の原形質内に2-5個浸

入寄生しているものや,細胞外に孤立単在しているも

のも認められた.腹水をメテレン青簡易検査法で生体

染色を行ない,かヾpグラスを被覆して,上から少し

圧迫すると,毒突状集束塊はバラバラに散らばり,凡

その数を算することができた･一個の集簾塊は,約

100-200個の単球菌様頼粒によって構成されており,

その集鷺娘の大きさは,直径18-25ftの類円形でりγ

パ球(6-12/Oよりもやや大きい･

(2)染色性:このものほ,種々の染色液に好染する

が,いづれの場合でもすべて平等に染まり,核･原形質

の区別は認められなかった･上記メチレン胃液では,

腹水細胞は淡青色に,本=微生物"は濃青色に染まり,

ギムザ液では,本=微生物"は赤紫色-青紫色に染まっ

て見えた.

グラム染色に於いてほ,染色手技の誤差朗巧くす

るためにグラム陽性菌であるClo∫tridium welchii菌

浮遊液を1滴スライドグラス上に置き,これに硝子細

管で採取した被検マウスの腹水を混和し,自然乾燥後,

メタノールで5分間固定してから常法の如く染色を行

なった物その結果,グラム陽性のウエルチ菌は濃青紫

色に染まったが,本=微生物"ほすべて赤褐色に淡く染

まり,グラム陰性と判定された.

この他抗酸性染色(Ziehl-Neelsenの法)では陰性

であり･菜膜染色(Hissの法, Churchmanの法)で
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は爽膜を認めず,芽胞染色(Mollerの法)では芽胞

の形成ほ見られなかった.これらの染色法のうち,特

に固定を必要とするものには自然乾燥後メタノール固

定を行なった.以上の特殊染色法に依り,本=微生物=は,

芽胞,爽膜及び鞭毛を有せず,抗酸性なく,グラム染

色陰性であることが明らかとなった.

(3)培養:使用した培地は,普通寒天,血液寒天,

サブロウ寒天　Zeissler寒天及び肝片加ブイヨンであ

った･

腹水中に本蒐塊物の存在を確認したマウスを,エー

トルで殺処分して,その肺,肝,腎,牌,脂,腹水の-一

部を上記培地に濃厚に塗抹培養した･好気性培養に於

いては, 5ワoCと25〇cの貯卵器内で1週間逐日観察を

続け,また嫌気性培養に於いては,嫌気性瓶の底部に

ドライアイスの小片を置き,発生する炭酸ガスによっ

て,内部の空気を追出し,水中を通過させることによ

って,空気との置換を行なった後,5ワ°cの好卵器に納

めて培養したが,いずれの方法によっても培養は不成

功であった.

(4) 10%牛血清加Hanks液内slide-culture :予じ

め滅菌した短冊形スライド上に家鶏血祭を塗布し,乾

燥後,生理食塩水で稀釈したマウスの腹水を1滴落と

して自然乾燥の後, 10%牛血清加Hanks液を4 oJ/入

れた小角瓶内に短冊形スライド4枚宛を静かに置き,

密栓して57℃cに入押した･ 6日後,スライドを出し

てメタノール固定後,ギムザ染色を行ない鏡検した･

その結果,スライドグラス上の諸処に密着して発育し

ている本=微生物"を認めた･この時見られた集団は,過

常,腹水申にみるられ蔑実状ではなく,宿主細胞から

離れて,碁石を盤面に敷き並べたような状態で見られ

た･

(5)マウス体内での分布と寄生状況:腹水中に本微

生物の存在を確認したマウスを解剖し,血液,肝,牌,

節,腎,横隔膜,牌,腹膜,脳の一部をスライド上に押

捺し,メタノール固定後ギムザ染色を施して精査した

結鼠　血液中には毒突状蒐塊物は孤立的に散在する球

菌を認めたに過ぎず,他臓器には青紫色に染まった単

球菌様の特徴的な萄実状の集塊をなす"微生物=を数個

認めた他,細胞内にそれらしいものの数個入っている

のが見られた･ただし,横隔膜及び腹膜の標永からは,

同様の小体は一個も検出で重なかった.

(6)色素試験(Sabin-Feldman s dye test) : SABIN

and FELDMAN (1948)らによって紹介された方法に従

い,まず,腹水申に本蒐塊物の存在を確認したマウ

スち　心臓穿刺によって全採血して血清を分離し,

56℃c/50分非働化の後､ O. lnJを小試験管にとり生理

的食塩水で4倍, 16倍に稀釈したものに､予じめ準

備したToxoplasma gondli生鮮虫体と,アクセツサリ

ーファクターとしての人血清との混合液0･Iml宛を混

和し,57℃cの恒温槽に1時間保った後, PHを11に補

正したメテレン胃液を2清浦下して, 5分後,鏡検によ

り, Toxoplasma虫体のメテレン膏染色の桂皮を調べ

た.その結果,被検血清は色素試験陰性と判定された.

上述の実験結果から考えて,われわれが検出した=微

生物"は, Toxoplasmaを含む原虫類の一種と見撤すこ

とば困難であって,単球菌rmcrococcus　属の一種に他

ならないと思われた･

(7) Trichomonas　への感染試験:文献に依れば,

YAKIMO即二(1930)が睦(Hyla alborea及びRana viridi∫)

から分離したTrichomonas batrachorumの原形質内に寄

生している微生物を発見して,これに　Micrococcus

batrachorum (sic)と命名したが,われわれの検出した

=微生物"は形態上これと似ている点があるので,その鑑

別のために次の実験を行なった.実験材料として　T･

batrachorumが入手できないので, T. vaginah.∫　を代用

した.同じ頃,教室員の松尾(1962)がT･vaginalisの

純粋培養を目標とした実験を試みていて,随伴細菌の

発育を強度に抑制することができた株を持っていたの

で,この株の分与をうけて実験に供用した･培地は猪

木等(1950)の考案したWBB培地を用い,腹水中に

蒐塊物の寄生を確認したマウス2匹の腹水を採取して,

この申に入れT. vaginalisと混合培養した･マウス腹

水を加えないT･ vaginalisのみの培養を対腰とした.

3, 72時間後に培養液の一部をギムザ染色鏡検し, T･

vaginali∫原形質内に特徴ある蒐塊の存否を検査した･

YAKIMOFFによれば, Mc･ batrachorumのTrichomanas

に於ける寄生率は約1.89%であるというから, T.

vaginalis　を100匹以上検査したが,特徴的な蒐塊は一

匹も見られなかった･

(8)マウス及びモルモットへの感染試験:前記実

験成績工に記載したようにマウス,ラット,-ムスク-

から本``微生物=を高率に検出したにもかかわらず,モ

ルモット,ウサギからは1例も検出できなかったので,

マウス腹水中に出現する太=微生物"をモルモットの

腹腔内に接種した場合,マウスと同様の感染が成立す

るものか否かを知るために,次の実験を行なった･実

験に先行して,マウスの腹水中に本=微生物"の蒐塊が

1個も認めないマウス2匹と,モルモット4匹を撰び,

その各々に本=微生物"の存在を確認したマウスの腹

水を,生理的食塩水で適宜に稀釈して,その0･2mi宛
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'l"..'I-.二l∴二　二･二､二.I:二･り･､  ･こ∴二it�"､.･.. .､･二･

スでは2-30日まで連続して本=微生物"の寄生が認め

られ,日を経るた従がって若干数を増す傾向がみられ

たゆしかしながら,モルモットにおいては2日以削0

日までの検査では,腹水中に本"微生物-は1個も存在

せず,感染試験は不成功であったや

i9)病原性:マウスの飼育中に,時々,原田不明の

紫苑例た遭遇することがあった,成る日,たまたま,

二･一二･jll '二･,.､:t二こ･･ .'L'.-.二二二1

立て悪感戦陣の状況を具しているのを見つけたので取

出してみると9休会体冷感があり,様子から瀕死期の

ものと推察れたo尾をピンセットで強ほ迫すると,

･､�"-;.-";i.'∴ ､こ二･､二:二　: I. ･.' > ** ･;い･: ･･

-歩も進めず…個所をもがいていた秒解培してみると,

各臓器には肉眼的に著変なく,ギムザ染色押捺標本で,

脳た潤水中に見られた傾生物"の毒突状袋族塊が,多

数撒布されているのを認めた.また,本`微生物"の存在

しているマウスの腹水を生理的食塩水で稀釈した乳

0｡ユmg苑を6匹の健康マウスの皮下,脳内,静脈内に

注射したが9 1ケ月以上を経過してもユ匹も死亡する

ものがなく9接種前と変らぬ元気さであった｡これら

のことからタ本=放生物=の病原性は,棄凱､か或いは有る

ほ~しても極めて第室徽であろうと推測され,通常,共棲

的に存在すると思われるが,偶然中枢神経のような敏

感なI籾繊細包に寄生した場合には病原性が発揮される
のかも知れない砂

考察並び■に要約

実験動物の自然感染症に関する報告は,わが国にお

いても古くから多数の詳細な研究がなされ,その原躅

として種々の微生物が分離報告されている◇すなわち,

マウスの細菌性疾病からは, Salmonella群のうちSal｡

柳i-munum (柳沢1918 ;島田1936), Sal.A enおritidis

(韓ユ930 ;添川,外1936)が分離されタCorynebacterium

群のうちではタCoryn. kutscheri (福見外ユ951 ;上取

外1959〕仇ry私murisepticum (財前外ユ952), Coryn･

P∫eudop-東'gene.∫ (佐藤外ユ953), S,坤ぬcoccusではStr.

haemo妙us (平胤939 ;伊藤等ユ951), Sir. non-

為aemolyticus (_添川外1954),また,ぎ'treptobacillu.∫

tnoniliformis (鈴木1953), Pasteurella multocida (伊

藤等1952)が分離されている　PleuropneumaniかIike

organisms(PPLO)の分離はEndo e七alQ94ワ),草野

(195Dの報告がある｡原虫顛では,小池等(I960)

によって,マウスからEncephalitozoonを検出したと

いう報告がある･わが国で報告されたラットの細菌性

疾病については,添川･大坪(ユ936)によって,紫苑

ラットからチャコ型ゲルトネル菌を分離したという報

告があり,伊腐等(196ロ)はPPLOによるラットの

-疾患について報告している. -ムスク-の疾病につ

いては詳しく知られてない･野兎からは井上(I960)

がSal. enteritidisを報告している他野党病は別とし

てもウサギ及びモルモットの疾病はこれまでにも多数

報告されているが･本論文とは直接の関連性に乏しい

と考えるので省略した｡

なあ以上の文献の引用については,安藤,捌短編

: ｢動物実験法｣ (ユ956)から多大の便益を受けたこ
とを感謝する･

前述のように,実験動物が微生物の侵襲を受けて病

状を差した場合,この原因を究明して,病原と見徹さ

れる教生物を分離したという報告は多数みられるが,

これに反して,外観的には全く健庭状態でありながら,

体内に微生物の寄生を許している不顕性感染のような

場合は,この問題に関する詳細な串組まその数は極め
て寡ない.

今臥われわれは,外観的に全く健康な純系マウス

260匹の腹水を検査した結果, 214匹(82%)から細胞

寄生微生物様のものを見た･同様にして,ラットワ匹

中6匹(86%), -ムスク-5匹中5匹(100%)から同

一の`微生物=を確認した.この"微生物"の塊田を見る

ど,形態上Toxoplasma gondii, En呼halitozoon cuni城

Pneumocysti･s cariniiのpseudocystと似ていないこと

もないし, Micrococcus batrachorum (･AK‡MOFF. 1930)の

集団とも類似しているので文献上これらと比較鑑別し

た｡また,これが白血球の瀬粒か否かという問題もあ

るが, 10%年血清加Hanks液内で増殖したこと,白

血球の額粒よりも大きく,球菌状を呈し,細胞外に済

出したものも認められ,細胞膜や核の存在が不明確で,

形,大きさが不規則であること,すべてのマウスに必

ず存在するとも思われず,マウスからマウスへの感染

試験では成功し, 1ケ月を経過しても消失せず,僅か

ながら増殖が認められたこと等から考えて,白血球の

頼粒であるとは容易に除去されると思われる.

1. Toxoplasma gondiiとの鑑別

NICOLLE & M-ANC瓦ux (1909〕によって発見された

Toxopla∫ma gondii･ほ,半月形のやや大きな原虫であっ

て,通需,マウスの腹水中では細胞外に遊離の七ropho-

zoiteィOrmの状態で見出され, pseudocystの形を生

じないのが普通である･ギムザ染色すると,核ほ泡沫
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状赤色を呈し,原形質は青色県粒状に染まって見え,

sabin-Feldman's dye test　陽性,病原性も可成り強

いとされている･われわれの検出した=微生物=は,前者

よりも小さくCl.0-2.5-")･マウス腹水の細胞に集漬

しており,細胞外に遊離したものはどく稀にしか見ら

れず,ギムザ染色すれば,核,原形質の区別は見られ

ず　Sabin-‡√eldman's dyetestも陰性であって,病原

性も無いか或いは有るにしても極めて軽微であろうと

考えられ,また,個体が小球状を呈している･

2. Encephalito,Coon cunicuhとの鑑別

Encephalitozoonほ,最切　WRIGHT　& CRAIGHEAD

(1922)に依り幼君家兎の麻痔性疾患の病原体として

記載されて以来,数種類の鳥類,哨乳類に自然感染の

あることが報告されている.本原虫は形態,臨沫症状,

分布の上で,前記Toxoplasma　と極めて類似した原虫

であり,このため研究の初期においては,両者を混同

して同種の原虫であると考えた報告(PINKERTON &

WEINMAN 1940)もみられたほどであるが,現在では,

分類学上の位置は未だ確定されていないとは云え,

Toxoplasmaとは別種の原虫であることが判明している･

Encephalitozoon　はToxoplasma　よりやや小さく1･ 5-

2.5〝で,米粒状の原虫で,マウスの腹水細胞内で増

殖するが,細胞外に遊離したものはごく稀である･ギ

ムザ染色すれば,虫体の輪郭は明瞭で,原形質は青色

又は染色されずに白く抜けてみえ,核は点状赤色又は

帯状に2個認められ,宿主細胞の原形質内に,通常,

単独又は10-50個存在している.グラム染色は陽性で

ある.マウスの自然感染率は, PERRIN (1943)によ

れば　Swiss mouse 502頭申5例(1%)に確認した

といい,小池,戻,飯野(I960)らは,市販雑系マウ

ス20匹の肝,牌を別々に次代マウス20匹に接種して,

2代目における腹水出現率は, 20匹中る匹(15%)で

あり, dd系マウスでは40匹中2匹(5%)の自然感染

を報告し, Encephalitozoonの自然感染率は,少なくと

ち, 10数%には存在する筈であるが, 50%を超えるよ

うな高率ではないと考えてよいであろうと報告してい

る･これに対して,われわれの検出した=微生物"描,球

菌状を呈し,マウスの腹水細胞の原形質内に数個侵入

したものもあるが,通常,細胞に附著して発育増殖し

たと見倣されるものが多く, 1個の集塊を構成する"敬

生物"の数は約100-200個であった.ギムザ染色の状況

ち,前記の如く核,原形質の区別なく,グラム染色は

絵性であった･また,マウスの自然感染率も極めて高

く, 81%であった･

3･ Pneumocystis cariniiとの鑑別

cHAGAS (1909)は　Trypanosoma cm之i感染モルモ

ッ.トの肺に原虫様の微生物が寄生しているのを確認

し,披はこの寄生物が, T･ cruziの特殊な発育環にお

ける一時期(schizogony)の形であると考えた.しか

しながら,この報告の誤りは,間もなく　DELANO哀

(1912)によって証明された.彼は,パリ市内の鼠か

ら　CHAGAS　の云う微生物と同一のものを発見し,

Trypa　　　とは全く無関係であること,これは胞子

虫類の或る種の原虫のshizogonyであるといい,この

寄生体をPneumocystis cariniiと命名した.この微生物

は,組織内で見られる　Leishmania　の形よりも小さく,

核分裂によって8核に分れて発育し,後には鞭毛が見

られるようになるとも云われt pseudocystを作ると

いうが,このPneumocystis cariniiに関する研究は極め

て少なく,その信頼性も薄いといわれている･いづれ

にもせよ,われわれの検出した``微生物=とは,形態上

差異のあることは明瞭である.

4･ Micrococcus batrachorumとの鑑別

yAKIMOFF (1930)は, 19匹の蛙(Rana viridis, Hyla

arborecT)のうち15匹の蛙の排雑物から鞭毛虫類の一種

であるTrichomonas batrachonanを分離したが,この原

虫の原形質内に,球菌様微生物が寄生しているのを認

め,これをMicrococcus batrachorum　と命名した･彼

の報告に依ると,それは直径1.0-1.5〃の球菌で,不

規則な形の集合体を形成し, T･ batrachorumにおける

自然感染率は1.89%であって,通常　Trichomonas　の

原形質内に　100個の集団として認められるが,時

として,遊離の状態で見られることもある.染色すれ

ば,芽胞,英膜,鞭毛なく均等に染まってみえる･要

するに　YAKIMOFFほ以上のことを報告しているが,

肝腎の培養性状または生化学的性状については一切触

れていない℃

われわれの検出した`微生物"は,この　micrococcus

batrachommと可成り類似しているけれども,この記載

が不充分であって,同種と同定することも困難であり,

Trichomonas batrachorum　の代りに用いたT. vaginalis

への感染実験にも成功せず,これらの点を考慮すると,

多分原虫にのみ寄生する微生物とは考えられない･こ

の検出=微生物"は,前記のToxoplasma, Encephalito之00n

及びPneumocy∫lis等の原虫のpseudocystとは形潜上

明らかな差異が認められ,培養性状,形態,染色性を

考えると,寅菌類,リケッチア-とは鑑別できる.結

局,この=放生物"は,細菌類のうちの単球菌mi･crococcus

に属するものと考えるのが妥当と思う･しかしながら,

他面において, haematoxylin-eosin染色(-). PAS
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染色(士), Goodpas七uTe染色(+)及び七oluidine blue

染色(+)の結果を考慮すると,所謂肥肝細胞(mast

cell)の可能性も生じてくるのであって,現在まだ決

定の運びに至っていないが,この間超の解明は今後に

課されているけれども,いづれにしても,マウス,ラ

ット, -ムスク-などの腹腔液にこのような球菌様額

粒群が存在していることば,これらの動物の腹腔内注

射によって病原菌を検出しようとする時,被検病原体

と踏誤する可能性もあり得ることなので,今後一層の

;!:｣-!�"比-卜'i:汁;)lばならfj:い上:I?'一�"-~- "

結　　　　　語

われわれは,外観的に健康なマウス,ラット,ハム

スタ-,モルモット及びウサギの腹水にギムザ染色を

施して鏡検し,マウス,ラット及び-ムスク-から,

-磁独特の細胞寄生性徴生物らしいものを見た.この

=放生物"の自然感染は,意外に高率であって,マウス260

匹中214匹(82%),ラット7匹申6匹(86%),ハム

スタ東5匹中る匹(100%)から検出され,直径1･0-

2. 5 ^の球菌で腹水内の細胞に集簾寄生して蒔実状を

呈した｡グラム染色は陰性｡ギムザ液に好染し,核と

原形質の区別なく,諸種培地に好気性遼びに嫌気附こ

発育せず,例外として, 10%牛血清加Hanks校内で

のslideーcultureに増殖を示した.形態上Toxopla∫mα

gondii, Encephalito之oon cuniculi, Pneumocysti∫ carinii等の

pseudocyst　とは鑑別された｡文献を参照すれば,

Micrococcu,∫ batrachorum (sic) YAKIMOFF (1930)に

似ているように血われたが,この記載が不充分であ

って,同種と同定することも困難なので, -応,

"Micrococcu∫ cellulipetalis"と名付けておいたが,他面

に於いて, haematoxylin-eosin染色　　　PAS染

負(±), Goodpas七ure染色(十　toluidine blue染

負(+)を試みると,所謂肥肝細胞(mas七　cell or

mastocyte)の可能牲も高いのであって,現在決定の

運びに至っていない.しかし,いづれにしても,マウ

ス,ラット, -ムスク-などの腹腔内注射によって椀

原体を検出しようとする晩　被検病原体と錯誤する可

能性がないではないので,慎重な注意を要すると思わ

.二H-v.

"肥肝細胞"の検査については,本学医学部第二病性

教室の西森一正助教授の和文接を蒙ったので,ここに

明記して謝意を表する･
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Summary

The microbion-like granules in intra-or pericellular cluster, making a strawberry-like shape,

in the Giemsa-stained peritoneal fluid of laboratory animals were accidentally found in and

around the lymphocytes. The granule was 1.0 to 2.5ƒÊ in diameter. The cluster of them,

each consisting of 100 to 200 coccus-like granules, was 18 to 25ƒÊ in diameter and one or two

to several tens in number in each smear. The granule was Gram-negative. There were the

intra-or extracellular subjects small in number too. Examined animals were wholly healthy

in appearance. The incidence rate of them was 82 per cent (214/260) in mouse, 86 per cent

(6/7) in rat, 100 per cent (3/3) in hamster. Rabbit and guinea-pig were free from the granule.

Aerobic and anaerobic cultures showed no growth in or on several medis, with the

exception that a growth of coccus-like granules in cluster, without association of host cells,

was shown on slide culture in Hanks' solution with 10 per cent bovine serum. The

cluster was distinguished morphologically from the pseudocysts of Toxoplasma gondii, En-
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cephalitozoon cuniculi and Pneumocystis carinii, as well as Fungus and Rickettsia. It bears some

resemblance to Micrococcus batrachorum (sic) YAKIMOFF1930, but the description of his report

was not complete enough to identify the both as the same organism. Thus, if it were one

of microbes, the previous name for it would be Micrococcus cellulipetalis. On the other hand,

there is a possibility that it might be a so-called mast cell or mastocyte. But, strange to say,

only coccus-like granules showed a luxuriant growth in Hanks' solution, being freed from host

cells.

In either case, we must pay attention to the fact that there is such a subject liable to be

mistaken for some of intraperitoneally inoculated germs in these laboratory animals.
(Authors)

Received for publication November 30, 1962.
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